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東京の道
　江戸時代、日本橋から各地に通じていた五街道が、
現在の国道にひきつがれているのはよく知られていま
す。この頃の地図を開いてみると、現在の街路はほぼ
江戸時代に作られていたことが分かります。

　明治時代にはいると、東京は、近代国家の首都として
道路整備が進められました。特に関東大震災（１９２３
年）後の帝都復興事業では、昭和通りや永代通り、晴海
通りといった都心と下町を結ぶ主要幹線が作られ、永
代橋、清澄橋、吾妻橋などの主要な橋が架橋されてい
ます。同時に歩道と車道が分離され、街路樹も植えられ
た本格的な舗装道路という近代街路の設計思想が日
本で確立したのも、この復興事業のときでした。

　東京の道はその後，昭和39年（1964年 ) の東京
オリンピックを契機として、環状第 7 号線や放射第 4
号線（国道246号）などが整備されました。その後も
道路整備が着実に進められ、平成27年（2015年）
に調布保谷線や中央環状品川線、令和４年（2022年）
には環状第2号線の全線開通が実現しました。
　引き続き、さらなる交通ネットワークの充実のため
に、整備を進めていきます。

　東京の道は、都市活動や都民生活を支えるだけでな
く、交通渋滞の解消や拠点間の連携強化等により、経
済成長の促進、国際競争力の強化に資するとともに、
都市の防災性や安全性を高める重要な都市基盤です。

　成長と成熟が両立した首都東京の実現のため、区
部・多摩地域の幹線道路ネットワークの完成に向けた
道路整備や、連続立体交差事業による踏切の除去を推
進することで、ストレスのない快適な道路交通の実現
に取り組んでいきます。
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